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問題は、科学と人文・社会科学に渡る視点からの議

論が必要です。私自身は数学のごく狭い範囲の素養

しか身につけていませんが、学生には是非、幅広い

学問分野に目を向けて欲しいものです。副専攻や総

合理学プログラムは、そのような認識に基づくもの

のはずです。

　今後の理学部に関しては、将来構想委員会を軸に、

多大な努力が続けられています。学科の垣根を越え

るにとどまらず、文系学部との連携も可能な環境が

横浜移転で得られます。これは、総合理学研究所に

ついても言えます。I have a dream.・・・。

　最後になりましたが、本誌のさらなる発展を祈り、

皆様の一層のご支援をお願い申し上げます。
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をお届けします。今回は原著論文 13 件、短報 1 件、

教育論文 1 件が掲載されています。遠隔授業という

異常事態の中で、教育・研究が息長く続けられてい

ることに、大いに勇気づけられます。著者の皆様に

厚く御礼申し上げます。

　感染モデルやワクチンのように、科学の有効性は

揺るぎませんが、科学技術文明の拡大で人間と野生

動物の接触が増えたことが、グローバリゼイション

とともにパンデミックの引き金であると指摘されて

います。

　テレワークが定着するのか等、どのような「コロ

ナ後の社会」を目指すのか、「AI との共存」などの
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